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■国別平均寿命（歳）

背景①

自施設平均年齢

85.9歳

（2022年9月）



34人

21人
17人

3人 4人
1人 1人

要支援Ⅰ 要支援Ⅱ 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

■当施設一般居室介護度分布（特定契約のみ）

2022年9月

背景②

全体の入居者数
190名

支援者数
81名



背景③

ADLの
低下

住替えが
難しい

一般居室
の高齢化

■1人1人の支援が増加



■長年生活してきたなじみのある居室で過ごしたい

■一般居室195戸に対してケア居室が58戸と少ない

背景④



方向性
入居者の身体機能の維持
は重要課題のひとつ

介護予防の取り組みを
知ってもらう

入居者が意識して取り組む

■長く一般居室
で生活できる



目的

今後の介護予防の
取り組みについて
の課題を探る

■意識調査の実施

■実態把握

当部署では新入居者と関わ
る機会がほとんどないが，
どんな方たちが入居してき
ているのだろうか？



■入居からおよそ1年以内で研究に同意を得た30名

研究方法（対象）

21人

7人
2人 0人

80代 70代 60代 90代

年齢層
16人

5人 4人 2人 1人 1人

自立 A1 J2 J1 B2 A2

自立度



調査方法①

■介護予防意識調査アンケート

①介護予防への関心
②館内実施の介護予防を知っているか
③参加の有無
④自身で介護予防を行っているか，また
その内容

『介護予防意識調査アンケート』

①介護予防について関心はありますか？当てはまる項目1個を○でかこんでください。

おおいにある・ 少しある・ どちらともいえない・ ほとんどない・ ない

➁現在館内で開催している介護予防をご存知ですか？

知っている 知らない

③介護予防に参加されたことはありますか？

ある ない

⇒「ある」と回答された方についての質問です。
どの介護予防に参加されたことがありますか？複数回答可○でかこんでください。

【 ウォーキング・爽やか体操・ゆるやか体操・健康体操・体力測定・
バランスボール体操・脳いきいき体操・脳わくわく体操・ウォークラリー 】

⇒「ない」と回答された方についての質問です。
不参加の理由があれば記入お願いします。
（ ）

④自分で行っている介護予防はありますか？

ある ない

⇒「ある」と回答された方についての質問です。
何をされているか簡単でいいので教えて下さい。
（例）1日30分歩いている 部屋の掃除をしている など
（ ）



■基本チェックリスト

調査方法②

①介護予防に参加している人，参加し
ていない人に分類して以下の項目で
比較
■7領域の各項目で比較
■合計点を出して，フレイル・プレ
フレイル・フレイルでないに分類
して比較



■『関心がある』は97％

■『自分でも取り組んでいる』は83％

■『当施設の介護予防に参加』は60％

結果・考察（①意識調査アンケート）



結果・考察（②意識調査アンケート）

年齢 割合（人）

90代 0人

80代 21人
70代 7人

60代 2人

合計 30人

81%

19%

対象者30名の年齢の割合

85歳以上

85歳未満



結果・考察（①基本チェックリスト）

44%
55%
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介護予防参加あり 介護予防参加なし



結果・考察（②基本チェックリスト）

55%

28%
17%

50%
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フレイル プレフレイル フレイルでない

介護予防参加あり 介護予防参加なし



今後の展望

■介護予防開催について
具体的に知る表がない

■早期に介護予防の取り組みを知っ
てもらう発信方法・動機付け

■新たなレジュメの作成，
アプローチ方法の検討課題

取り組み

現状



ご清聴ありがとうございました．
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